
・令和２年６月定例議会が閉会。市独自の更なる支援策を可決承認。
・新型ウイルスへの各種対策と、今後の第２波以降を見据えた議論。
・写真で報告！たはら亮の令和２年４～６月を切り取って紹介します。
・一般質問特集！新型ウイルス対策として福祉分野を取り上げました。
・大怪我した仔猫を保護してからつながったご縁、２匹の仔猫の里親に。

本号ひとことダイジェスト！
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令和２年６月定例議会が閉会。市独自の更なる支援策を可決承認。

〇久々に駅頭での挨拶運動を再開します。

中国・武漢を発生源とする新型ウイルス。
その感染拡大防止のために発せられた緊
急事態宣言が解除され、初めての開催と
なる６月定例議会が先月末閉会しました。

このＲｅｐｏｒｔを発行する度に、早朝から
市内各地の駅頭にて挨拶運動をしており
ますが、この間は自粛しました。自粛期間
中の活動Ｒｅｐｏｒｔは、右ＱＲコードからアク
セスできます。ご覧いただければ幸いです。

写真で報告！たはら亮の令和２年４～６月を切り取って紹介します。

令和２年７月１日発行（発行責任者・阿部真介）

政府による緊急事態宣言が発令された時期と重なりましたので、たはら亮の活動写真は殆ど残っておりません(>_<)

〇新型ウイルスへの各種対策と、今後の第２波以降を見据えた議論。

前号↗で紹介しました各緊急経済対策が上程された他、臨時休校と

なった学生の自転車等駅前駐車場定期利用料返還、水道基本料金の
半年間５０％減額、市長等の給与削減（令和３年３月まで）等、市独自
の支援策が審議され、いずれも賛成多数で可決したことを報告します。

また、議会最終日には更なる市独自の支援策として、４月２８日以降
に出生した子供に対する特別出産給付金支給（１人１０万円、９００名
分）、医療機関支援金、労働・社会保険相談や経営相談等の他、先の
緊急経済対策の更なる備えとして、持ち帰り・宅配サービス導入奨励金
や中小・小規模企業者支援金の増額が審議され、こちらも可決しました。
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このＲｅｐｏｒｔの定期発送、各種ご案内をさせていただきますので、是非ご登録をお願いします。

後援会事務所〒３５１‐０００５朝霞市根岸台２‐５‐２５☏０４８‐４６５‐８２３６📠０４８‐４６５‐８２３７

たはら亮後援会応援サポーターを募集しています！

〇行政主導の情報共有システムを提案、今後も注視して参ります。

４月中旬に介護サービス利用者の罹患情報が発せられたことに伴
う市の対応、そして情報共有に関する課題を取り上げました。当時
のケアマネジャーや介護サービス事業者には大きな混乱がありまし
た。市も突貫ながら情報伝達フローを作成して対応し、各事業者の
ご努力によって、更なる広がりを見せず現在に至っております。

今後の第２派以降への備えについて、埼玉県医師会推奨のＭＣＳ
や埼玉病院Ｃ＠ＲＮＡ（カルナ）コレクトなど、情報共有システムの活
用や後押しなどを議論しました。しかし、やはり行政が主導しないと
上手くいかないという結論に至ります。５月国会で可決成立したスー
パーシティ構想をヒントに、首長のリーダーシップに期待します。

ご縁があって保護猫の里親になりました^^
〇大怪我した仔猫を保護してからつながったご縁、２匹の仔猫の里親に。

５月５日こどもの日、第二小学校入口交
差点付近で大怪我した仔猫を保護しました。
三週間の入院後を経て自宅に迎えました
が、残念ながら死んでしまったのです。

子供も僕もアレルギーで、この仔猫を迎え
るには相当の覚悟が必要でした。でも、急
なお別れに心を痛めている子供達と話し合
い、新たな猫を迎えることを決めました。

大怪我した仔猫でもお世話になったＮＰＯ法人にゃいるどはーと。譲渡会に
お誘いいただき、その中から２匹の兄弟の里親になることができたのです^^

この仔猫たち用のＩｎｓｔａｇｒａｍも始めました。朝に晩に更新していますので、
「＃にゃいるどはーと出身」で検索してみてください。大怪我した仔猫がつな
いでくれた素敵なご縁。家族みんなで大切にしていきたいと思っています。

田原亮 昭和５１年３月９日生

平成１６年より朝霞市内で独立
型ケアマネジャー事務所を開設、
平成２１年からは行政書士・社会
福祉士「ゆい生活法務事務所」を
運営し、民事法務や企業法務を中
心に、地元で日々奮闘中です。

高１、小５、年長の３人の父親と
して朝霞第二小学校ＰＴＡに参加
すると共に、東町内会では役員と
して地域活動に取り組んでいます。

その他、朝霞市商工会理事、朝
霞自衛隊協力会青年部会など多
方面で活動している他、令和元年
度朝霞市議会議員一般選挙にて
二期目の当選を果たしました。

一般質問特集！新型ウイルス対策として福祉分野を取り上げました。
〇保育園や放課後児童クラブ再開に向け、丁寧な情報提供を。

小・中学校にも全く同じですが、自粛開始当時を振り返ると、感染
を広げてはならないと同時に、我が子に感染させたくないという声が
圧倒的に多かったように思います。これは安心につながる情報に乏
しかったことが原因ですが、これまでの情報の蓄積を見ても、低年
齢児の感染及び重症化リスクは総じて低いことが分かっています。

守るべきは感染リスクの高い人。子供達はなるべく外で伸び伸び
と、そして感染発生は有り得るものとして、発生した場合に広げない
手立てをしっかりとる。このようにメリハリをつけていくことが必要で
す。マスメディアのいい加減な情報に振り回されず、保護者の気持
ちに寄り添って、正しい情報を正しく伝えていく配慮を求めました。


